貫 之 は 下手な 歌よ みに て 古今 集 はく だらぬ 集に 有 之 

候。 其 貫 之 や 古今 集 を 崇拝す る は 誠に 気の 知れぬ こと 

などと 申す もの ゝ 実は 斯く 申す 生 も 数年 前 迄 は 古今 集 

崇拝の 一 人に て 候 ひし かば 今日 世人が 古今 集 を 崇拝す 

る 気味 合 は 能く 存申 候。 崇拝して 居る 間 は 誠に 歌と い 

ふ もの は 優美に て 古今 集 は 殊に 其 粋 を 抜きた る 者との 

み存候 ひし も 三年の 恋 一 朝に さめて 見れば あんな 意気 

地の 無い 女に 今迄ば かされて 居った 事 かとく やしく も 

腹立たしく 相 成 候。 先づ 古今 集と いふ 書 を 取りて 第一 

枚 を 開く と 直に 「去年と やい はん 今年と やい はん」 と 

いふ 歌が 出て 来る 実に 呆れ返った 無趣味の 歌に 有 之 候 _ 



日本人と 外国人との 合の 子 を 日本人と や 申さん 外国人 

とや 申さん としゃれ たると 同じ 事に てし やれに もなら 

ぬつ まらぬ 歌に 候。 此 外の 歌 とても 大同小異 にて 佗洒 

落 か 理窟 ッ ぼい 者の みに 有 之 候。 それでも 強 ひて 古今 

集 を ほめて 言 は > つまらぬ 歌ながら 万 葉 以外に 一 風 を 

成した る 処は取 餌に て 如何なる 者 にても 始めての 者 は 

珍ら しく 覚え 申 候。 只 之 を 真似る をのみ 芸 とする 後世 

の 奴 こそ 気の 知れぬ 奴に は 候 なれ。 それ も 十 年 か 二十 

年の 事なら 兎も角も 一 一 百年た つても 三百 年た つても 其 

糟粕を 嘗めて 居る 不見識に は 驚き入 候。 何 代 集の 彼ン 

^集のと 申しても 皆 古今の 糟粕の 糟粕の 糟粕の 糟粕ば 



かりに 御座 候。 

貫 之 とても 同じ 事に 候。 歌ら しき 歌 は 一 首 も 相 見え 

不申 候。 嘗て 或る人に 斯く 申し 候処其 人が 「川風 寒く 

千鳥 鳴くな り」 の 歌 は 如何に やと 申され 閉口 致 候。 此 

歌ば かり は 趣味 ある 面白き 歌に 候。 併し 外に はこれ 位 

の もの 一 首 も ある まじく 候。 「空に 知られぬ 雪」 と は 

坨 洒落に て 1K。 「人 はい ざ、 ひも しらず- と は 浅はかな 

る 言 ひざ まと 存候。 但貫之 は 始めて 箇 様な 事 を 申 候 者 

にて 古人の 糟粕 にて は 無 之 候。 詩に て 申 候へば 古今 集 

時代 は宋 時代に もた ぐ へ 申す ベ く 俗気 紛々 と 致し 居候 

処は 迚も 唐詩と くらぶべ くも 無 之 候 得 共 さりと て 其 を 



定 家に 傑作 無く 探幽 にも 傑作 無し。 併し 定家も 探幽も 

相当に 練磨の 力 はありて 如何なる 場合に も 可な リ にや 

りこな し 申 候。 両人の 名誉 は 相 如く 程の 位置に 居りて 

〈定〉 家 以後 歌の 門閥 を 生じ 探幽 以後 画の 門閥 を 生じ 

両家と も 門閥 を 生じた る 後 は 歌 も 画 も 全く 腐敗 致 候。 

いつの 代 如何なる 技芸 にても 歌の 格 画の 格な どゝ いふ 

やうな 格が きまったら 最早 進歩 致す 間 敷 候。 

かが はかげき 

香 川 景樹は 古今 貫 之 崇拝に て 見識の 低き - J と は 今更 

申す 迄 も 無 之 候。 俗な 歌の 多き 事 も 無論に 候。 併し 景 

樹には 善き 歌 も 有 之 候。 自己が 崇拝す る 貫 之よりも 善 

き 歌 多く 候。 それ は 景樹が 貫 之より えらかった のか ど 



うか は 分らぬ 只景樹 時代に は 貫 之 時代よりも 進歩して 

居る 点が あると いふ 事 は 相違 無ければ 従て 景樹に 貫 之 

よりも 善き 歌が 出来る とい ふ も 自然の 事と 存候。 景樹 

の 歌が ひどく 玉石混淆 である 処は 俳人で いふと 蓼 太に 

比する が 適当と 被 思 候。 蓼 太 は 雅俗 巧拙の 両極端 を 具 

へた 男で 其 句に 両極端が 現れ 居候。 且 満身の 覇気で も 

つて 世人 を 籠絡し 全国に 夥 しき 門 派の 末流 を もって 

居た 処な ども 善く 似て 居る かと 存候。 景樹を 学ぶなら 

善き 処を 学ばねば 甚だしき 邪路に 陥り 可 申 今の 景樹派 

など、 申す は 景樹の 俗な 処を 学びて 景樹 よりも 下手に 

つらね 申 候。 ち V れ 毛の 人が 束髪に 結びし を 善き 事と 



思 ひて 束髪に いふ 人 はわ ざく 毛 をち y らした らんが 

如き 趣 有 之 候。 こ ゝの処 よくよく 闊眼を 開いて 御 判 

別 可 有 候。 古今 上下 東西の 文学な ど 能く 比較して 御覧 

なさる ベ く 

可 被 成く だらぬ 歌書 許り 見て 居って は 容易に 自己の 謎 

を醒 まし 難く 見る 所 狭ければ 自分の 汽車の 動く の を 知 

らで 隣の 汽車が 動く やうに 覚 ゆる 者に 御座 候。 不尽。 
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